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島根県で採取された野鳥の糞便から高病原性鳥インフルエンザウイルス

が検出された事例に伴う国内防疫の再徹底について 
 
このことについて、平成 26 年 11 月 14 日付け 26 消安第 4086 号をもって、

農林水産省消費･安全局動物衛生課長から別添のとおり通知がありました。貴会

関係者に周知方よろしくお願いいたします。 
このたびの通知は、京都産業大学の調査において、島根県安来市で採取され

た野生のコハクチョウの糞便2検体からH5N8亜型の高病原性鳥インフルエン

ザウイルスが分離されたことを踏まえ、これまで以上に家きん飼養農場へのウ

イルスの侵入を警戒する必要性があるとして、①家きんの飼育農場における飼

養衛生管理の改善指導、②早期通報、③的確な初動対応、④本事例に関する情

報の共有及び連携体制の再確認について再度徹底し、家きんにおける本病の発

生防止に万全を期するよう、都道府県畜産主務部長宛てに通知した旨、了知の

上、本会会員に周知するよう依頼されたものです。 
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